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●2014年2月発行予定
〈特集〉渋沢敬三没後50年
・解題　渋沢敬三・学問は人間関係の和（佐野賢治）
・渋沢敬三の学問、思想と人間形成－前半生の研究（由井常彦）
・銀行家 渋沢敬三の横顔（武田晴人）
・渋沢敬三における「もうひとつの民間学」（佐藤健二）
・「漁業制度資料調査保存事業」と日本常民文化研究所（越智信也）
〈講座〉
・第16回常民文化研究講座「大津波と集落－三陸の集落に承け継がれる 
もの」（重村　力）

・三陸沿岸津波被害と集落復興の歴史と課題（月舘敏栄）
・どこまでが集落か－津波常習地の漁村集落にみる海の領域意識（植田 

今日子）
・三陸大津波と漁村集落－山口弥一郎『津浪と村』を受け継ぐために
 （川島秀一）
・集落から見た津波被災と復興の課題（重村　力）
〈一般論考〉
・“間”の民俗－養子制度から沖縄の門中を再検討する（小熊　誠）
〈資料紹介〉
・閩劇台本『陳靖姑』翻訳之二（廣田律子）
・イギリス船ベナレス号の遭難事件に見る一八七二－七三年の琉球・奄美  
　―英文史料の紹介（新居洋子・渡辺美季）
〈追悼〉
・山口啓二先生を偲んで（山口　徹）

●2014年3月発行予定　Ａ５版
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
●内容（予定）

・舟山群島における漁村の廟の復興・祖先祭祀における女性の活動―螞蟻
島を事例として―　（于洋）

・麻疹考―命定めの医療が意味するものとは―　（田中美紀子）
・中日両国の古代年の都市造営に現れた風水思想の比較―隋唐長安城と日
本の平城京・平安京を中心に―　（黄少博）

・飛騨の匠の歴史とその信仰　（小林公子）
・20世紀中国農村における結婚の贈答に関する研究―安徽省黄山市休寧
県を例として―　（馬路）

『歴史民俗資料学研究』　19号

租界メディア班・第41回　研究会
（2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター　第３回公開研究会）

「東アジアの租界・居留地とメディア」

2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター
第２回公開展示・第４回公開研究会

「海外神社とその跡地の持続と変容（仮）」

表紙紹介

日時：2014年2月15日（土）9時30分～18時
会場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館215会議室　

プログラム：
開会挨拶：田上繁（非文字資料研究センター長）
開催趣旨説明：孫安石（神奈川大学）
[報告]
『東亜同文会資料中の租界関連情報』大里浩秋（神奈川大学）
『大連の歴史地図の作成について』木之内誠（首都大学東京）
『天津関係の絵はがきについて』近藤恒弘（民間収集家）
『絵葉書から読み解くハルビンと日本人―ハルビン絵葉書の社会的意味』毛利康秀
（日本大学）
『従軍画家たちが描いた戦時中の上海―軍事郵便絵葉書による図版検証』彭国躍
（神奈川大学）
『上海人文歴史地図の制作構想について』蘇智良（中国・上海師範大学）＊通訳有
『租借と武漢の都市空間・機能の変容』李衛東（中国・江漢大学）＊通訳有
『横浜居留地の建築について』内田青蔵（神奈川大学）
『横浜の外国人居留地―上海租界との比較を念頭に』 斎藤多喜夫（横浜居留地研究会）
『上海韓人の国際認識』金承郁（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有
『ソウルの外国人居留地の形成について』金濟正（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有

[コメント及び質疑応答]
コメンテーター：
栗原純（東京女子大学）、村井寛志（神奈川大学）、中村みどり（早稲田大学）、
石川照子（大妻女子大学）

※内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

[公開展示] 
期間：2014年3月24日（月）～3月30日（日）

会場：サブウェイギャラリーＭ　

主な展示：古写真、古絵図、現状写真、復元３Ｄ動画

[公開研究会]
日時：2014年3月29日（土）13：00～17：00

会場：ＫＵポートスクエア（神奈川大学みなとみらいエクステ
　　　ンションセンター）

内容：海外神社の実態は必ずしも明らかではない。台湾神宮や
　　　朝鮮神宮などの海外神社を取り上げ、その実態、戦後の
　　   変容、さらには変容に至る背景について考えていきたい。
 
報告：『台湾の神社とその跡地について』黃士娟（国立台北芸

術大学）
　　　『戦後台湾における神社建築の処理政策と金瓜石神社の

再利用計画について』林承緯（国立台北芸術大学）
　　　『解放後の朝鮮神宮の解体とその跡地利用について』　

諸葛衍（神奈川大学大学院　院生）
　　　『台湾神宮の消長と地下神殿』津田良樹（神奈川大学）

※詳細は、開催１か月前にホームページでご紹介します。
※タイトル・内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

神奈川大学日本常民文化研究所論集30
『歴史と民俗』30

参加自由
事前申し込み不要

紙芝居コレクションの「展示作品一覧」を背景に、『宣戦』（大
政翼贊會宣傳部1942）、『滅私奉公』（日本教育畫劇1941）、
『大建設』（選挙粛正中央連盟1942）の一部を配して表紙とし
た。「紙芝居」と「国策」という異質な言葉の結合が発する表出
性によるのか、今回の紙芝居の展示会・公開研究会は、異例の好
評であった。なぜか、戦時下紙芝居には絵も脚本も健康的なまで
に明るい作品が少なくないのである。節約を求められながら、理
想の標語に満ちた戦時下の生活は、一面で明るかったという。太
宰治の「明るさは滅びの姿」という一文を思い出してしまうが、
その実相を紙芝居から探ることも課題になるだろう。

2013年度神奈川大学非文字資料研究センター・ソウル市立大学都市人文学研究所・
上海師範大学都市文化研究センター共催　第１回公開研究会
第１回アジア都市フォーラム「アジア都市研究：回顧と展望」…………………………2
2013年度非文字資料研究センター・神奈川大学図書館共催　第１回公開展示・第２回公開研究会
戦時下大衆メディアとしての紙芝居―国策紙芝居とはなにか …………………………8
研究会報告
『東アジアの租界とメディア空間』研究会
東アジアの租界とメディア空間　 ………………………… 大里浩秋・孫　安石… 16
『海外神社跡地から見た景観の持続と変容』研究会
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戦後初期の香港におけるグラフ雑誌の出版状況についての覚書
　―『東風』画報と『亜州』画報を中心に― ………………………村井寛志 …………… 32
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……………………………………………………………………ステファン・ブッヘンベルゲル  34

海外神社跡地から見た景観の持続と変容
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第１回アジア都市フォーラムの参加報
告　―ソウルの都市研究で考えたこと

孫　安石

日　時：2013 年５月 29日～６月１日
場　所：ソウル市立大学　国際会議場
後　援：韓国研究財団 (NRF) 孫　安石（非文字資料研究センター　研究員）
 中村　みどり（早稲田大学　准教授）
 石川　照子（大妻女子大学　教授）

第１回アジア都市フォーラム　「アジア都市研究：回顧と展望」

2013年度
神奈川大学非文字資料研究センター・

ソウル市立大学都市人文学研究所・上海師範大学都市文化研究センター　共催
第１回公開研究会

写真１　フォーラム閉会後の記念撮影
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　　　　　　　　 写真２　フォーラムの論文集・表紙

3

表１　大会プログラム

第１回アジア都市フォーラム　「アジア都市研究 :回顧と展望」Asian Urban Research: Retrospect and Prospect
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　写真３　『都市人文学研究』の表紙（左）とタイトル（右）

表２　タイトル（日本語訳）

5

「The 1st Asian Urban Forum」　
―アジアにおける都市研究の交流―

中村みどり

「20世紀初頭におけるコリアン上海居留民の空間認識」
（金承郁）
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　　　　　　　　　写真 5　 ソウル市立大学・第 27回都市科学共同
作品展（2013 年 5月 30日）

　　　　　　　　　写真４　『1950’s ソウルの記憶』の図録表紙
　　　　　　　　　　　　　（ソウル市立大学博物館）

　　　　　写真 6　 ソウル市立大学の建築工学を専攻する学生の卒業
作品　（2013 年 5月 30日）
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―架橋する都市研究の可能性―
石川照子

「NPOと上海〈流動児童〉に対する社会教育」（彭善民）

「〈留日作家〉陶晶孫の東京－上海文学地図」（中村みどり）

　　写真 7　左から、金承郁、中村みどり、石川照子、孫安石（敬称略）

7

「日本人女学生の第一次上海事変体験――上海日本高等
女学校校刊の考察――」（石川照子）

「香港の上海人の歴史的記憶――ノスタルジア、文化的
アイデンティティ、ネットワーク構築――」（李培徳）
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【公開展示】

【公開研究会】

戦意高揚紙芝居コレクションの概要　　（非文字資料研
究センター事務局）

戦時下大衆メディアとしての紙芝居　─国策紙芝居とはなにか

【公開展示】
期　間：2013 年 11月 27日（水）～ 12月 11日（水）
会　場：神奈川大学図書館　展示ホール（横浜キャンパス）
【公開研究会】
日　時：2013 年 12月 4日（水）
　　　　13:30 ～ 17:30
会　場： 神奈川大学図書館　視聴覚ホール（横浜キャンパス）
開会挨拶：田上　繁（非文字資料研究センター長）
報　告： 「戦意高揚紙芝居コレクションの概要」　
　　　　（非文字資料研究センター事務室）

2013年度
非文字資料研究センター・神奈川大学図書館共催

第1回公開展示・第２回公開研究会

神奈川大学非文字資料研究センター・神奈川大学図書館 共催

写真１　公開展示①

写真２　公開展示③
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第一部　紙芝居実演
作品１「敵だ！倒すぞ米英を」
　　　　（神奈川大学放送研究会 )
作品２「チョコレートと兵隊」
　　　　（神奈川大学放送研究会 )
作品３「空の軍神加藤少将」
　　　　（なつかし亭・岸本茂樹）
作品４「神兵と母」（なつかし亭・岸本茂樹）

第二部　公開研究会
講　演：「国策紙芝居とはなにか」
　　　　櫻本　富雄（作家・元東京学芸大学講師）

公開座談会： 「戦意高揚紙芝居コレクションの位
置づけを巡って」

（座談者）
櫻本　富雄（作家・元東京学芸大学講師） 
中島三千男（非文字資料研究センター　研究員）
安田　常雄
　　　　（神奈川大学歴史民俗資料学研究科教授）
富澤　達三
　　　　（非文字資料研究センター　研究協力者）
司　会：津田　良樹
　　　　（非文字資料研究センター  研究員）

写真３　公開展示④

写真５　公開展示⑥写真４　公開展示⑤
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⑵ 　解決に時間を要する問題：紙芝居のデジタル化と著
作権

⑶　解決の見通しが立たない問題：紙芝居全国総合目録

⑴　ある程度解決できた問題：紙芝居資料の分類

11

講演：「国策紙芝居とはなにか」　（櫻本富雄）

　　写真６　概要説明（非文字資料研究センター事務局）

写真８　紙芝居実演（放送研究会）
　　　　作品：「敵だ！倒すぞ米英を」

写真９　紙芝居実演（放送研究会）
　　　　作品：「チョコレートと兵隊」

　　  写真 10　紙芝居実演（岸本茂樹氏）
　　　　　作品：「空の軍神加藤少将」／「神兵と母」

　　写真７　会場の様子①
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公開座談会：

中島　

安田　

　　　写真 11　櫻本富雄氏

13

中島　

富澤　
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事務局

森山　

中島　

中島　

会場　

会場　

会場　

中島　

会場　

　　　　　　写真 12　中島三千男氏 　　　　　　写真 13　安田常雄氏 　　　　　　写真 14　富澤達三氏

15

富澤　

中島　

会場　

会場　

会場　

会場　

中島　

櫻本　

安田　

　　　　写真 15　公開座談会の様子

　　　　写真 16　会場の様子②

　　　　写真 17　会場内のパネル展示
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興味深い指摘をされた。
　なお、菊池氏は長年本学付属高校で教鞭をとられて最
近退職されたばかりであり、『民国期上海の百貨店と都
市文化』（研文出版、2012年、中国語訳では『近代上海
的百貨公司与都市文化』、上海人民出版社）を始め、上
海租界に関する多くの論文を発表されている。（大里浩秋）

２　2013年度第１回研究会は、５月24日（金）に開き、
孫安石と村井寛志氏が報告した。
○　孫報告は、韓国・国民大学中国人文社会研究所で開
催されたシンポジウム「現代中国知識網絡的動力」に参
加して、そこで話題になったことを紹介するものであっ
た（詳細は割愛）。

〇　村井報告は「民国期上海メディアの香港における
“転生 ”―戦中、戦後の『良友』画報から―」のタイト
ルで行った。村井氏はすでに論考「上海大衆文化と香港・
華僑資本『良友』画報の事例から」（『アジア遊学』第
103 号 『良友』画報とその時代、2007 年）の中で、
1990年代に「老上海」に対するレトロ趣味的な見直し
が進む中で、上海の大衆文化が香港を介した広東系華僑
ネットワークの資本、市場とも密接な関わりをもってい
たことを明らかにしているが、今回の報告では、1930
年代の上海事変と1945年以降、とくに1954年以降、
香港で発行された『良友』画報の概略を紹介するもので
あった（以下、香港版『良友』と略称）。
　それによれば、上海の『良友』の創立者・伍聯徳名義
で発行された香港版『良友』は1954年から1968年ま
で発行されたが、その経営面における連続性を考えると
きに、上海時代の『良友』のスタッフとの関与は薄く、
政治的な傾向としては国民党依りの記事が目立つ、とい

　租界とメディア班が開いた研究会についての報告をし
ばらく怠っていたので、スペースをもらってここに3回
分をまとめて行いたい。

１　2012年度最後の研究会を、2013年１月11日（金）
に開き、孫安石氏と菊池敏夫氏に報告していただいた。
○　孫報告「上海の越界築路問題についてのメモ」は、
戦前の日本の租界研究における代表作と目される植田捷
雄『支那に於ける租界の研究』をもとに租界の設定とそ
の地域的拡張の経過を押さえた上で、租界工部局と中国
側との交渉で「租界内全住民の健康、娯楽及び運動の為
め公用に供」する（1866年の「土地章程」）として設け
た「越界築路」がたどったその後の経緯を、1932年の
フィーダム報告や日本の陸軍省の資料「滬西越界路警察
権に関する暫定取極の件」（昭和15年「陸支密大日記第
9号2-4所収」）などを使って紹介した。

○　菊池報告「上海租界と百貨店研究について」は、ま
ず租界都市上海に百貨店が生まれる歴史的条件として、
共同租界に「華洋雑居」型の資本主義が形成される過程
をたどり、その間に中国人と外国人間、中国人相互、外
国人相互で活発な不動産取引が展開されたことに注目す
る必要があり、中国と諸外国との不平等条約という角度
のみでの租界研究は再検討を要すると述べた。さらに、
南京路を中心に開発が進んだことと大衆的都市文化が開
花したことに関連して、「「華洋雑居」の共同租界は中国
人社会でもある。この中国人社会は西洋文明などイン
ターナショナルな要素を受容し、江南のトラディショナ
ルな文化や中国のローカルな文化を継承し、彼らの都市
生活のニーズに適応させ、新しい都市文化（上海化した
モダン上海という大衆文化）へと昇華した。」と大変に

研究会報告

大里　浩秋（非文字資料研究センター　研究員）
孫　安石（非文字資料研究センター　研究員）

『東アジアの租界とメディア空間』研究会

日時：2013 年 1月 11日、5月 24日、7月 25日
場所：神奈川大学横浜キャンパス　21号館 4階 405 会議室

17

国「国民」として、大連を支配し植民地化した日本人に
さまざまに物申し、例えば、日本は中国を支那と呼ぶの
を改めるべきとか、満鉄は中国人乗客への差別待遇をや
めるべきとか主張し、また、住民の土地や家屋、教育、
医療、あるいは治安に関して日本側の保護を要求したこ
とを紹介した後、傅の文を読んで気づいたこととして、
「総体的なかつ多様な意味での帝国植民地を経営する側
の人間（ロシア人、特に日本人）は「都市計画」として
の大連＜政治＞や後代の大連＜記憶＞に従事した。戦後
日本人の＜記憶＞は往々にして、・・・整序と排除を事
とした帝国日本の大連「都市計画」に、まさに似ていな
いだろうか（清岡卓行『アカシアの大連』を始め）。」と
述べた。抽象的な表現で、大里には理解できないところ
もあったが、それに続けて「そのような＜政治＞と＜記
憶＞に読まれなかった＋見えない中国語新聞による歴史
と空間についての語りを、なんとか地図作成のなかに生
かすことが必要となると思われる」と述べるのは、現在
共同研究で下記木之内氏らと大連の歴史地図の作成を準
備している橋本氏の志を示すものとして、理解できそう
な気がした。

〇　木之内報告「大連の歴史地図の作成について」は、
橋本氏他数名と科研費基盤Cを得て「旧満洲地域の都市
歴史文化地図シリーズ第一分冊「大連、旅順編」の制作」
に取り組んでいる中間報告として、作成途中の大連市内
の歴史地図を示し、かつ取材した大連市内の現状を画面
で紹介しながら、作成の苦心や取材中のエピソードを話
された。木之内氏は先に『 上海歴史ガイドマップ』を
公刊して好評を博しており（初版は1999年、増補改訂
版は2011年、大修館）、その際の経験は大連の歴史地
図を作成する際にも生かされるに違いない。まして、大
連と旅順は、日本が日露戦争に勝利してロシアから奪い
取った租借地であり、1945年の敗戦まで我が物顔で占
領した土地であるから、その占領ぶりが地図上に反映さ
れるに違いないのである。（大里浩秋） 

う。香港版『良友』の内容は、①香港を中心とした流行
と風俗を紹介するもの、②香港と東南アジア、そして太
平洋地域を含んだエキゾチックな民俗文化を紹介するこ
とに多くの紙面を割いており、例えば、イギリス領のサ
ラワク州（沙撈越、Sarawak）先住民やギルバート諸島（吉
露抜群島、Gilbert Islands）、台湾の先住民、チベット、
インド、東南アジアなど幅広い範囲に及んでいた、とい
う。しかし、その記事は写真を中心としたもので、文筆
家としての有名作家の寄稿はあまり見られない点も紹介
された。また、興味深かったことは、1954年 11月に発
行された香港版『良友』の第3期には世界各地における
雑誌の販売所（ネットワーク）が掲載されているが、そ
の分布はアメリカ、カナダ、フランスの他に、キューバ、
ベネズエラ、インド、マレーシアなどに広がっていた、
という点である。これは華僑を読者にしたいという香港
版『良友』の狙いを窺わせるものとしても興味深い。報
告の最後では香港版『良友』の他に、1971年には快活
出版社を版元とする『良友』が発行され、1984年には
創立者の伍聯徳の子である伍福強による復刊が再度試み
られ、1998年の停刊まで174期が刊行されたことなど
も紹介された。（孫安石）

３　2013年度第２回研究会は、７月25日（木）に橋本
雄一氏（東京外国語大学）、木之内誠氏（首都大学東京）
を招いて開催した。
〇　最初に、孫安石氏が「上海の日本語新聞『上海新報』
がみた中国（Ⅰ）」のタイトルで報告した（内容の紹介は、
2013年度年報『非文字資料研究』に掲載予定なので割
愛する）。

〇　橋本報告「大連の中国語新聞『泰東日報』と植民地
都市のトポス―第一次大戦後、五四期という時間と空間
―」は、1908年に大連で創刊された中国語新聞『泰東
日報』の1919～ 20年に発表された傅立魚（ペンネー
ム西河）の複数の文章を取り上げることで、彼が中華民

7 月 25日研究会の様子5月 24日研究会の様子1月 11日研究会の様子
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研究会報告

橘川　俊忠（非文字資料研究センター　元研究員）

『海外神社跡地から見た景観の持続と変容』研究会

日時：2013 年 7月 13日（土）15：30～
場所：神奈川大学横浜キャンパス　1号館 301会議室

写真１　建国忠霊廟本殿
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研究調査報告

橘川　俊忠
（非文字資料研究センター　元研究員）

 　　   写真１　 新郷神社跡地と思われる集合住宅

21

　　　 写真２　 聞き取り調査をする韓教授と津田研究員

　　　 写真３　 徐州神社跡地の煙草工場 　　　  写真４　旧南京神社拝殿
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　　　  写真 5　 旧南京神社社務所

　　　  写真 6　 改装された社務所の内部

　　　 写真 7　 蔣介石御手植えの記念碑（このあたりの地下に壕があった）
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研究調査報告

津田　良樹
（非文字資料研究センター　研究員）

　　  写真１　 新化社の社務所地下に造られた地下神殿崖面から
の入口

　　  写真 2　 新化社地下神殿の内部。正面の階段は元の社務所に
つながる。一方、左側は崖に口を開いた開口部であ
る。壁・天井を仕上げていた漆喰はほとんど剥落し
ているが、壁・天井境の入隅を回縁代わりに装飾的
に塗り廻したコープなどに一部漆喰が残っている。



24

　　  写真 4　 仁福稲荷社の戦後増築された覆屋内に、木造の一
間社流造本殿が今も残る。

　　  写真 3　 林百貨店屋上の林百貨店神社は百貨店建物ととも
に修復され保存・公開されるという。

25

籠

　　写真 5　 苗栗稲荷神社跡地。上中下段に分けられた石段等の
地形には神社時代の面影を残している。また、石段
前には笠木部分が取り除かれた状態の鳥居が今も保
存されている。

　　 写真 6　 苗栗稲荷神社の元の本殿基壇の両脇に立てられた
説明板。ガラス板で作られた説明板には苗栗稲荷
神社の説明ではなく、一般的な日本の神社の説明
がなされている。
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研究調査報告

中島　三千男
（非文字資料研究センター　研究員）

27

 写真１　 川中島社祠跡に立つ「霧社事件　余生紀念碑」

  写真２　 余生紀念館付近に立つ川中島社祠説明板
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  写真４　 奮起湖神社跡地に立つ説明板

  写真３　 来吉村 4隣 50号のララチ祠跡地

表１
旧支配地名 神社名 旧鎮座地 現在地 社格 創立年

1 台中州 台中神社 台中州新富町 台中市力行路 260号忠烈祠 国小 1911

2 　同 彰化神社 彰化市南郭 彰化市八卦山里八卦山路１之 2号 郷 鎮 1927
3 　同 能高神社 能高郡埔里街 南投県埔里鎮枇杷里中心 無 鎮 1940
4 　同 能高社 能高郡埔里街 南投県埔里鎮虎仔山地理中心点 末 鎮 1927

5 　同 霧ケ岡社 新高郡蕃地霧社 南投県仁愛郷霧社徳龍宮 祠 鎮 1932
6 　同 川中島社祠 新高郡蕃地川中島 南投県仁愛郷互助村清流部落 祠 鎮 1937
7 　同 埔里社 能高郡埔里街 南投県埔里鎮公誠路 27台糖工廠前 遙 鎮 1926

8 台南州 嘉義神社 嘉義市山子頂 嘉義市東川里山仔頂 172号忠烈祠 国小 鎮 1915
9 　同 ララチ祠 嘉義郡蕃地ララチ社 嘉義県阿里山郷来吉村４隣 50号 祠 鎮 1933
10 　同 奮起湖神社 嘉義郡蕃地 嘉義郡竹崎郷中和村奮起湖（後山） 無
11 台北州 基隆神社 基隆市義重町 基隆市中正公園忠烈祠 県 1911
12 　同 金瓜石社 基隆郡瑞芳庄九分 新北市瑞芳区金光路 51番 祠 鎮 1898

※社格欄の「国小」は国幣小社、「県」は県社、「郷」は郷社、「無」は無格社、「祠」は社祠、「遙」は遙拝所、「末」は末社を表す。　　
※４、７、10は『神道史大辞典』には記載がない（記載されているのは「規則」に則った神社・社祠であり、個人や企業等に
　よって建てられた「私社」は掲載されていない）。台湾ウィキペディア「台湾神社列表」や金子展也氏の御教示による。
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祭神　　　　　 現況 残存状況

Ｙ、三神 第１代（県社）は台中公園孔子像、第２
代（国幣小社）は台中県忠烈祠

第 1代の神社跡地には参道の両側に 17基の燈籠（全て火
袋以上の部分はなし）、石造太鼓橋、１対の狛犬と神馬、
拝殿基壇、本殿基壇、横倒しにされた鳥居。第２代は無し

Ｙ、三神 大極亭、八卦山文化歩道、旧参道入り口
部分に 1895 八卦山抗日保台史蹟館 階段、参道

Ｙ、三神 国立埔里高級工業職業学校 醒靈寺に狛犬１対と燈籠６基
Ｙ、三神 虎仔山地理中心点 旧参道

Ｙ、三神 道教の徳龍宮 燈籠３基（全て彩色、内 1基は笠・宝珠なし）、燈籠の笠、
階段、彩色・改変された鳥居は後補のものである

Ｙ、三神、Ａ 霧社事件余生紀念碑、余生紀念館 少し離れた所に神社の写真を含む説明板
公園 社殿基壇、手水鉢、鳥居礎石（？）

Ｙ，三神、Ａ 嘉義公園、射日塔（地下が忠烈祠） 斎館、社務所、手水舎、参集所、神輿庫、参道、狛犬１対、
燈籠 11基、黒松 2本

Ｙ，三神、他４神 山林 無
山林（遊歩道） 本殿基壇、参道階段、鳥居台石、燈籠台石、説明板

Ｙ、三神、Ａ他 2神 中正公園、忠烈祠 狛犬 1対、玉垣、参道階段、燈籠台石２個
大国主命他 2神 世界文化遺産登録運動の一環として「金

瓜石神社活化再利用計画」が進行中
第 2代の跡地には、鳥居 2基、燈籠８基、旗幟台 2基、
拝殿基壇、拝殿石柱 10本、本殿基壇

　　　　　　創立年欄の「鎮」は鎮座年である。祭神欄の「Y」は北白川能久親王、「三神」は開拓三神、「A」は天照皇大神を表す。
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　　　　　　　　　　  写真１ 　艀
はしけ

と「うろ」さん（船商い）
　　　　　　　　　　　　　　  （北九州市立若松図書館所蔵）

研究調査報告

田上　繁
（非文字資料研究センター　研究員）
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　　　　　　　　　  写真２　 表紙に若松児童ホームを描いた記念集
　　　　　　　　　　　　　  （若松児童ホーム所蔵）
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研究調査報告

村井　寛志
（非文字資料研究センター　研究員）

図①　『東風』39期表紙（胡楓）
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　　　　  図②　『東風』を読む李麗華（『東風』132期）
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研究調査報告

ステファン・ブッヘンベルゲル
（非文字資料研究センター　研究員）

�

w ¬ �¹ i +図１　 ハイトハイゼンから望んだミュンヘン（ベルナルド・ベロット、
1762 － 67年頃）

　　　出典　Wikimedia Commons（著作権の制約が無いデータベース）

図２　 ミュンヘン・マリア広場の市場（ミヒャエル・ヴェーニング、
1701 年頃）

　　　出典　Wikimedia Commons

図３　 マリア広場のマリア柱（2011 年）
　　　出典　Wikimedia Commons
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�
図４　 ウィーンの炭市場通り（カール・シュッツ、1786 年）
　　　出典　Wikimedia Commons

�
図５　炭市場通り（2012 年）
　　　出典　Wikimedia Commons

図６　 フライウングのショッテン広場（ヨーハン・アーダム・デルゼ
ンバッハ、1740 年）

　　　出典　Wikimedia Commons

図７　 ダヌベ川から見たアルタン・プトン宮殿（ヨーゼフ・エマヌエル・
フィッシャー、1720 年）

　　　出典　Wikimedia Commons
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研究調査報告

稲宮　康人
（非文字資料研究センター　研究協力者）

写真２　 春島神社跡。画面中央下の左右に石の基壇が写っている。写真１　 春島神社跡。手水鉢。左下は石垣の一部。

地図２　旧トラック諸島地図地図１　 旧南洋群島地図
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写真４　 都洛神社跡。倒れた鳥居の根元か。離れた場所には短い丸い
石柱もあった。画面左は石の階段。

写真５　 都洛神社跡。境内入口の階段。回りにはマンゴーの樹が生い茂る。

写真３　 都洛神社跡。画面右下にコンクリートの本殿跡。男の子が立っ
ている場所は現地の人が通る道になっており、基壇の一部が
剥き出しになっている。
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研究エッセ
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宮田　純子（非文字資料研究センター　研究員）

図1　ネットワーク制御における多方面からのアプローチ
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図 2　 利他的ユーザの行動を考慮した受付制御

 

 

図３　 利他的ユーザの行動を考慮したアクセスポイント選択方式
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書 評
山本志乃著
『女の旅 -幕末維新から明治期の 11人』（中公新書）

富澤　達三（非文字資料研究センター　研究協力者）
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受贈図書一覧（書籍・雑誌）（2011年11月～2013年11月）
タイトル 発行所

愛知学院大学　文学部紀要　第42号 愛知学院大学文学会
アイヌと松前の政治文化論　－境界と民族 校倉書房
コンフリクトの人文学　第1号～第5号
The Gender Politics of War Memory : The Asia-Pacific and Beyond

大阪大学大学院人間科学研究科　グローバルCOEプログラム「コンフリ
クトの人文学国際研究教育拠点」

大田区まちなみ・まちかど遺産　六郷用水 大田区立郷土博物館
コレクター気谷誠の眼　鯰絵とボードレール 気谷陽子
日本歴史災害事典
関東大震災　1923年、東京は被災地だった
地震の社会史　安政大地震と民衆

北原糸子

工場まちの探検ガイド
大田区立郷土博物館紀要　第19号、補遺

北村　敏

Civil Engineering Consultant　〔建設コンサルタンツ協会会誌〕 建設コンサルタンツ協会
神女大史学 第29号　2012.11 神戸女子大学史学会
文学研究科論集　第40号 國學院大學大学院文学研究科学生会
『日本統治時代（1895-1945）絵葉書－台湾風景ポストカード』　3巻　原
題：「日治時代（1895-1945）繪葉書－臺灣風景明信片」
臺灣学　系列講座專輯　第四集　第五集
臺灣学研究　第13期　第14期
台湾学通信　2012年合訂本　【第61～72期】

國立臺灣圖書館

日治時代臺灣宗教政策下之神社建築 國立臺北藝術大學
List of Publications Received　№15 国際仏教学大学院大学
歴博　№168 国立歴史民俗博物館
ブラジル日本移民百年史　第三巻　生活と文化編（1） サンパウロ大学　森　幸一
都市文化研究　第一緝　都市文化史　回顧与展望
上海城区史　上下巻

上海師範大学

日本思想文化研究　第4巻　第2号　（通巻第8号）
神道フォーラム

NPO法人　神道国際学会

人間文化　VOL.30～33・33別冊・34 公立大学法人滋賀県立大学人間文化学部
京都の歴史災害 思文閣出版
京城旧事　老北京民俗展
典

首都博物館

グローカル研究叢書　No.３　グローカリゼーションと文化移転
グローカル研究叢書　No.４　グローカリゼーションと越境
Theories about and Strategies against Hegemonic Social Sciences
CGSワーキングペーパー No.6　地域共同体の文化実践とポピュラー文化
の関係性－岐阜県東濃地区の文化実践を事例に－
CGSワーキングペーパー No.7 グローバル社会の変動に関する経済学的接
近
CGSワーキングペーパー No.8　文化表象のグローカル研究　－研究成果
中間報告－
CGSワーキングペーパー No.9　ソーシャルビジネスは東北被災地に何を
もたらすか？　バングラデシュを事例としたグローカル研究からの考察
2011年度シンポジウム報告書　日本のポピュラー音楽をどうとらえるか 
－グローバルとローカルの相克－
2012年度シンポジウム報告書　日本のポピュラー音楽をどうとらえるか
2 －ローカルからグローバルへの逆照射－
Seijo CGS Reports No.1 Promotion and Reception of Japanese Culture in 
Bulgaria 
Seijo CGS Reports No.2 Indigenous Intermediaries in the Exploration of 
Africa and Australia
Seijo CGS Reports No.3 Desafío y Alternativas para la Globalización:Caso 
de México

成城大学グローカル研究センター

西北民族研究　72・74・77・78 西北民族大学　西北民族研究　編集部
文化遺産　2011.4・2013.4
中国非物質文化遺産保護　友展報告　2011
中国非物質文化遺産保護　友展報告　2012

中山大学中国非物質文化遺産研究中心　編集部

民族語文　2011.5～2013.4 中国社会科学院民族学与人類学研究所
只見町文化財調査報告書　第15集　『只見町内遺跡試掘調査報告書－荒井
舘跡，黒谷舘跡』
只見町文化財調査報告書　第16集　『只見町内遺跡試掘調査報告書－七十
苅遺跡』
只見町文化財調査報告書　第17集　『七十苅遺跡発掘調査報告書－伊南川
広域河川改修工事に伴う発掘調査報告書』

只見町教育委員会

Art Anthropology　07号 多摩美術大学　芸術人類学研究所
Wind Effects News vol.25・26・29・30
Wind Effects Bulletin vol.18

東京工芸大学研究科　風工学研究センター
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東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター通信　第55号　2011
年11月

東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター

無形文化遺産研究報告　第6号・第7号 東京文化財研究所
第20回　遠野物語ゼミナール2013　佐々木喜善の世界　没後80年記念 遠野物語研究所所長
『日本漢文学研究』　第7～8号
二ユーズレター　「雙松通訊」第16～18号
『二松學舎大学附属図書館蔵　奈良絵本『保元物語』『平治物語』』

二松学舎大学東アジア学術総合研究所

日本コロムビア100年史 日本コロムビア株式会社
日本写真年鑑　2013 公益社団法人　日本写真協会
農文協　図書目録
農文協通信

（社）農山漁村文化協会

資料室ニュース　vol.45・47～51
人と防災未来センター　災害ミュージアム研究塾2012
3.11キヲクノキロク　市民が撮った東日本大震災－『3.11キヲクノキロ
ク』写真展－

阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター

경성의 모던걸 漢陽大学校
Journal of East Asian Cultures 52 漢陽大学校　東アジア文化研究所
Cultural Interaction Studies in East Asia
Journal of Cultural Interaction in East Asia Volume3 2012

東アジア文化交渉学会事務局

「科学技術動向」No.126～133 文部科学省　科学技術・学術政策研究所　科学技術動向研究センター
モダン横濱案内 吉崎雅規
図解案内　日本の民俗 福田アジオ
府中市美術館だより　vol.35～37 府中市美術館
かいじあむ通信「交い」第26号～31号 山梨県立博物館
新横須賀市史　別編民俗 横須賀市
市史通信第17号
開港のひろば№121
ハマ発ニュースレター第20号
企画展　被災者が語る関東大震災

横浜開港資料館

横浜市史資料室　紀要　第2号・第3号
報告書　「ヨコハマの台所」～高度経済成長期の横浜市中央卸売市場～
報告書　「横浜の文化人と戦後復興」
写真パネル展「占領軍のいた街－戦後横浜の出発」
公開講座「横浜から昭和を探る－新しい昭和史像を求めて」

横浜市史資料室

企画展「横浜の海七面相　大正・昭和編」のご案内 横浜都市発展記念館
学芸員　NEWSLETTER　第25号 立命館大学　文学部
京都歴史災害研究　第13号 立命館大学　歴史都市防災研究センター
遼寧省博物舘　館刊　2011 遼寧省博物舘
GRADUATE　STUDIES　　MARYLAND INSTITUTE COLLEGE OF　
ART

MICA

国際常民文化研究機構関連イベントのご案内

共同研究グループ 合同成果発表会（公開）

「魚と人の関係史」

日時： 2014年2月15日（土）13:00 ～ 17:40
会場： 神奈川大学横浜キャンパス　１号館　308会議室
主催：共同研究グループ　「漁場利用の比較研究」および「日本列島周辺海

域における水産史に関する総合的研究」

共同研究グループ 成果発表会（公開）

「ビジュアル資料と渋沢敬三
―アチックフィルム・写真からの展望―」

日時： 2014年2月22日（土）10:00 ～ 17:00
会場： 神奈川大学横浜キャンパス　24号館105講堂
主催： 共同研究グループ　「アチックフィルム・写真にみるモノ・身体・表象」

第５回国際シンポジウム　

「渋沢敬三の資料学　―日常史の構築―」

日時： 2014年3月9日（日）10:00 ～ 17:20
会場： 神奈川大学横浜キャンパス　16号館　視聴覚ホールＢ
主催： 国際常民文化研究機構・神奈川大学日本常民文化研究所

※上記イベントのお問い合わせ先：神奈川大学日本常民文化研究所・国際常民文化研究機構
　TEL：045-481-5611（代）　　URL　http://icfcs.kanagawa-u.ac.jp
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主な研究活動

研 究 班

運営委員会

研究員会議

研究会

現地調査

2013年度
第３回 ６月26日 2013年度海外提携機関からの招聘研究員について、21世紀COE購入資産の処理およびホーム

ページの閉鎖について、第二期研究成果のまとめについて、『年報10号』編集計画について
第４回 ７月25日 2012年度奨励研究者の成果論文の査読分担について
第５回 ９月25日 2012年度奨励研究者の成果論文の査読結果について、2013年度海外提携機関からの招聘研究員

について、紙芝居コレクション企画（展示・実演・公開研究会）について、2013年度予算「研
究班共通経費」の使用計画について、『ニューズレター』No.31編集計画について

10 23 2012 2013
2013 2014 2016
2014 2013
2013

第７回 11月 29日 センター長の選任（選出方法・日程）について、第三期（2014-2016年度）事業について、2013
年度予算（案）について、2013年度海外提携機関からの招聘研究員について、21世紀COEプ
ログラムのホームページ閉鎖にともなうデータベースの扱いについて

2013年度
第２回 10月 23日 21世紀ＣＯＥ資産の処分について、第三期（2014-2016年度）事業計画について、2014年度予

算の編成方針について 
11 29 2014 2016

2014 2013 21

『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究・研究会　6月4日、8月30日、9月13日、９月27日、11月13日
『日本近世生活絵引』奄美・沖縄編編纂共同研究・研究会　8月17日～19日
『ヨーロッパ近代生活絵引』編纂共同研究・研究会　7月30日
東アジアの租界とメディア空間・研究会　7月25日、10月18日
海外神社跡地から見た景観の持続と変容・研究会　7月13日
水辺の生活環境史・研究会　7月19日

調査テーマ 日程 場所 調査メンバー

表紙紹介 編集後記
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編集・発行

●2014年2月発行予定
〈特集〉渋沢敬三没後50年
・解題　渋沢敬三・学問は人間関係の和（佐野賢治）
・渋沢敬三の学問、思想と人間形成－前半生の研究（由井常彦）
・銀行家 渋沢敬三の横顔（武田晴人）
・渋沢敬三における「もうひとつの民間学」（佐藤健二）
・「漁業制度資料調査保存事業」と日本常民文化研究所（越智信也）
〈講座〉
・第16回常民文化研究講座「大津波と集落－三陸の集落に承け継がれる 
もの」（重村　力）

・三陸沿岸津波被害と集落復興の歴史と課題（月舘敏栄）
・どこまでが集落か－津波常習地の漁村集落にみる海の領域意識（植田 

今日子）
・三陸大津波と漁村集落－山口弥一郎『津浪と村』を受け継ぐために
 （川島秀一）
・集落から見た津波被災と復興の課題（重村　力）
〈一般論考〉
・“間”の民俗－養子制度から沖縄の門中を再検討する（小熊　誠）
〈資料紹介〉
・閩劇台本『陳靖姑』翻訳之二（廣田律子）
・イギリス船ベナレス号の遭難事件に見る一八七二－七三年の琉球・奄美  
　―英文史料の紹介（新居洋子・渡辺美季）
〈追悼〉
・山口啓二先生を偲んで（山口　徹）

●2014年3月発行予定　Ａ５版
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
●内容（予定）

・舟山群島における漁村の廟の復興・祖先祭祀における女性の活動―螞蟻
島を事例として―　（于洋）

・麻疹考―命定めの医療が意味するものとは―　（田中美紀子）
・中日両国の古代年の都市造営に現れた風水思想の比較―隋唐長安城と日
本の平城京・平安京を中心に―　（黄少博）

・飛騨の匠の歴史とその信仰　（小林公子）
・20世紀中国農村における結婚の贈答に関する研究―安徽省黄山市休寧
県を例として―　（馬路）

『歴史民俗資料学研究』　19号

租界メディア班・第41回　研究会
（2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター　第３回公開研究会）

「東アジアの租界・居留地とメディア」

2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター
第２回公開展示・第４回公開研究会

「海外神社とその跡地の持続と変容（仮）」

表紙紹介

日時：2014年2月15日（土）9時30分～18時
会場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館215会議室　

プログラム：
開会挨拶：田上繁（非文字資料研究センター長）
開催趣旨説明：孫安石（神奈川大学）
[報告]
『東亜同文会資料中の租界関連情報』大里浩秋（神奈川大学）
『大連の歴史地図の作成について』木之内誠（首都大学東京）
『天津関係の絵はがきについて』近藤恒弘（民間収集家）
『絵葉書から読み解くハルビンと日本人―ハルビン絵葉書の社会的意味』毛利康秀
（日本大学）
『従軍画家たちが描いた戦時中の上海―軍事郵便絵葉書による図版検証』彭国躍
（神奈川大学）
『上海人文歴史地図の制作構想について』蘇智良（中国・上海師範大学）＊通訳有
『租借と武漢の都市空間・機能の変容』李衛東（中国・江漢大学）＊通訳有
『横浜居留地の建築について』内田青蔵（神奈川大学）
『横浜の外国人居留地―上海租界との比較を念頭に』 斎藤多喜夫（横浜居留地研究会）
『上海韓人の国際認識』金承郁（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有
『ソウルの外国人居留地の形成について』金濟正（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有

[コメント及び質疑応答]
コメンテーター：
栗原純（東京女子大学）、村井寛志（神奈川大学）、中村みどり（早稲田大学）、
石川照子（大妻女子大学）

※内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

[公開展示] 
期間：2014年3月24日（月）～3月30日（日）

会場：サブウェイギャラリーＭ　

主な展示：古写真、古絵図、現状写真、復元３Ｄ動画

[公開研究会]
日時：2014年3月29日（土）13：00～17：00

会場：ＫＵポートスクエア（神奈川大学みなとみらいエクステ
　　　ンションセンター）

内容：海外神社の実態は必ずしも明らかではない。台湾神宮や
　　　朝鮮神宮などの海外神社を取り上げ、その実態、戦後の
　　   変容、さらには変容に至る背景について考えていきたい。
 
報告：『台湾の神社とその跡地について』黃士娟（国立台北芸

術大学）
　　　『戦後台湾における神社建築の処理政策と金瓜石神社の

再利用計画について』林承緯（国立台北芸術大学）
　　　『解放後の朝鮮神宮の解体とその跡地利用について』　

諸葛衍（神奈川大学大学院　院生）
　　　『台湾神宮の消長と地下神殿』津田良樹（神奈川大学）

※詳細は、開催１か月前にホームページでご紹介します。
※タイトル・内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

神奈川大学日本常民文化研究所論集30
『歴史と民俗』30

参加自由
事前申し込み不要

紙芝居コレクションの「展示作品一覧」を背景に、『宣戦』（大
政翼贊會宣傳部1942）、『滅私奉公』（日本教育畫劇1941）、
『大建設』（選挙粛正中央連盟1942）の一部を配して表紙とし
た。「紙芝居」と「国策」という異質な言葉の結合が発する表出
性によるのか、今回の紙芝居の展示会・公開研究会は、異例の好
評であった。なぜか、戦時下紙芝居には絵も脚本も健康的なまで
に明るい作品が少なくないのである。節約を求められながら、理
想の標語に満ちた戦時下の生活は、一面で明るかったという。太
宰治の「明るさは滅びの姿」という一文を思い出してしまうが、
その実相を紙芝居から探ることも課題になるだろう。

2013年度神奈川大学非文字資料研究センター・ソウル市立大学都市人文学研究所・
上海師範大学都市文化研究センター共催　第１回公開研究会
第１回アジア都市フォーラム「アジア都市研究：回顧と展望」…………………………2
2013年度非文字資料研究センター・神奈川大学図書館共催　第１回公開展示・第２回公開研究会
戦時下大衆メディアとしての紙芝居―国策紙芝居とはなにか …………………………8
研究会報告
『東アジアの租界とメディア空間』研究会
東アジアの租界とメディア空間　 ………………………… 大里浩秋・孫　安石… 16
『海外神社跡地から見た景観の持続と変容』研究会
中島三千男著『海外神社跡地の景観変容―さまざまな現在』をめぐって…… 橘川俊忠 …………… 18
研究調査報告
海外神社跡地から見た景観の持続と変容
新郷・徐州・南京神社跡地現地調査報告 ………………… 橘川俊忠……………… 20
海外神社跡地から見た景観の持続と変容 
台湾における海外神社跡地調査 …………………………… 津田良樹……………… 23
海外神社跡地から見た景観の持続と変容
台湾中部の海外神社跡地を訪ねて ………………………… 中島三千男…………… 26
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